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Abstract：Though a failure to engage with science has long been subject to criticism, when 
we observe teaching plans created by students at our university, more than a few cases do not 
adequately consider boosting students’ interest toward the natural world and its phenomena. 
Therefore, it would be of major significance to send the student teachers at our university 
to schools equipped with competencies that might enable them to develop classroom content 
fostering involvement and pursuit of the natural world and its phenomena. By developing teaching 
materials for use in introductory classes, devising techniques for presenting teaching materials, 
and posing appropriate questions, it will be possible to draw learners’ attention to the appealing 
natural world and highlight its mysteries. In addition, by boosting students’ interest, it seems 
possible to encourage students to continue this involvement and proactively and voluntarily 
participate in classes. Then, through the continuous implementation of such lessons, it might be 
possible to gradually dispel the feelings of inferiority toward science. This study examines the 
effects of implementing lessons designed on the basis of these ideas and reports observations that 
include changes in consciousness and increased interest toward subjects covered in class as a 
result of such implementation.




































































































































































































































































































































































































































① ② ③ ④ ① ② ③ ④
（1）理科が得意 7 9 5 2 6 6 6 5 2.15 ＊
（2）不思議 3 6 10 4 3 2 9 9 1.62
（3）飼育栽培 9 2 1 11 8 4 0 11 0.00
（4）微生物への興味 11 5 5 2 3 5 11 4 3.60 ＊＊
（5）微生物の生命 2 7 10 3 0 4 9 10 2.64 ＊
（6）ゾウリムシ・肉眼 16 4 1 2 1 0 4 18 8.47 ＊＊＊
（7）ゾウリムシ・かわいい 13 9 0 1 6 7 7 3 4.16 ＊＊＊
（8）ゾウリムシ・じっと 1 2 13 7 0 1 2 20 3.80 ＊＊





























































表４　授業前後の質問項目ごとの平均値（標準偏差）および t 検定結果 
授業前 授業後 
t  （22） p
M （SD） M （SD）
質問項目１ 2.09 （0.93） 2.43 （1.10） 2.15 ＊
質問項目２ 2.65 （0.91） 3.04 （1.00） 1.62
質問項目３ 2.61 （1.41） 2.61 （1.37） 0.00
質問項目４ 1.91 （1.02） 2.70 （0.91） 3.60 ＊＊
質問項目５ 2.74 （0.94） 3.26 （0.94） 2.64 ＊
質問項目６ 1.52 （0.93） 3.70 （0.69） 8.47 ＊＊＊
質問項目7 1.52 （0.71） 2.30 （1.00） 4.16 ＊＊＊
質問項目８ 3.13 （0.74） 3.83 （0.48） 3.80 ＊＊
質問項目９ 2.39 （1.05） 2.39 （1.01） 0.00
質問項目10 1.26 （0.53） 1.74 （0.85） 2.71 ＊
M：平均値，SD：標準偏差，＊ p<.05, ＊＊ p<.01, ＊＊＊ p<.001
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ました。
・調べれば調べるほど興味を持ちました。とても楽し
かったです。
　以上のように，生徒の自由記述から生きているゾウ
リムシに初めて出合ったときの衝撃と驚きを読み取る
ことができる。と同時に，観察をしている間に微生物
に対する興味・関心が増している。そして，ゾウリム
シに主体的に関わりながら自分の目で多くの事を発見
し，それに伴ってゾウリムシに愛着が出てきているこ
とが認められる。また，日常意識することのないとこ
ろにも生き物がおり，生命活動をしていることを実感
していることが確認できた。
Ⅺ．考察
　研究結果が示すように，理科の授業の導入時に教材
及びその提示を次の①～④のように工夫して，観察・
実験に対する興味・関心を一気に高揚させることが大
切である。
① 自然の事物・事象を焦点化して導入で提示す
る。
②実物を直接観察したり、触れたりできる。
③事物・現象に迫る適切な方略が与えられる。
④学習者の発見と指導者による称賛がある。
　また，その時間内の学習者の学習意欲を高め継続さ
せることが重要であることが明らかになった。
　本稿で報告したゾウリムシの観察を振り返るなら
ば，以下の４点が前述の教材提示の工夫に相当する。
　①自然の事物・事象を焦点化して導入で提示する。
　ことへの対応
　 　ビーカーに入った多数のゾウリムシを先ず肉眼で
観察した後，ルーペを使い，顕微鏡を使って観察す
るという３つの段階を経ながら観察することで，次
第にゾウリムシの体のつくりへ鋭く焦点化されてい
く。
　②実物を直接観察したり，触れたりできる。
　ことへの対応
　 　数匹のゾウリムシが水中にいる状態では肉眼で認
めにくいが，増殖した多数のゾウリムシが入った
ビーカーを直接肉眼やルーペで観察したり，顕微鏡
で観察したりすることが実物に触れることである。
　③事物・現象に迫る適切な方略が与えられる。
　ことへの対応
　 　ゾウリムシを増殖させたものを観察する。ビー
カーで一人ひとりが自分の目で観察する。ルーペを
使って観察する。その後，プレパラートを作成して
顕微鏡を使って観察する。
　④学習者の発見と指導者による称賛がある。
　ことへの対応
　 　観察中は机間指導しながら，発言や記述を称揚し
ていく。また，指名して発表したことに対しては，
「すごい発見だね」，「よく見つけたね」，「詳しく観
察したね」等，発表内容を称揚するのに適した言葉
を与える。
　本研究では，理科離れと言われている現在の学校へ
送り出す教員養成のために，学習者を主体的，意欲的
に授業に参画させる授業デザインを開発し，提案しよ
うとした。実践により，本研究で提案した授業デザイ
ンが効果的であることが認められ，本学での教員養成
の裏付けの一つとなった。
　本研究で明らかとなった自然の事物・現象への主体
的な関わりを促す授業展開は，小・中学校の理科の授
業において取り上げられている教材に興味・関心を持
ちにくく，また，理科に苦手意識を持っている児童・
生徒の学習の契機となると考える。
Ⅻ．おわりに
　学習者の理科の苦手感を払拭し，楽しく，興味・関
心を高める授業展開ができる教師にして送り出すこと
は本学の責務であり，理科の教師を続けてきた私の
責務であると考える。理科の難しさ，理科への苦手意
識はどこからくるのかを更に究明し，学生たちに即効
性があり，しかも，生涯理科が好きであり続ける教師
になるための方策を探りつつ，今後も研究を継続した
い。
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